
各手法における再商品化等の特徴

【再商品化製品】

注） ・プラスチック製容器包装に係る再商品化手法合同会合における委員の説明資料等より作成。 ※印は、（財）日本容器包装リサイクル協会のデータ。
・投入ベールを100とした場合の重量換算で表示。
・異物・水分・汚れの割合は各手法データの平均値（１５％）に統一。
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エネルギー利用等

・ＲＰＦエネ回収（３９％）
・燃焼エネ回収（１７％）
・セメント原燃料（１７％）
・単純焼却（１５％）
・その他（１２％）

エネルギー利用合成ガスより
アンモニアを
製造する場合
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